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言足

多E

朝

鮮

の

雑

種

農

業

河

田

嗣

耳目

農
業
一
般
の
改
良

朝
鮮
現
時
の
農
業
紋
態

ω下
仁
於
て
は
、
内
地
同
様
に
米
作
は
最
も
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
。
け
れ
ど

も
北
部
地
方
に
至
つ

τは
、
会
作
や
豆
作
や
其
他
の
雑
柿
穀
作
が
行
は
る
、
の
み
な
ら
歩
、
鮮
内
各
地
を
通
じ

τ

積
々
の
特
用
作
物
が
栽
培
せ
ら
れ
、
叉
之
を
原
料
古
す
る
加
工
も
農
業
附
属
の
業
務
ご
し
て
行
は
れ
て
居
る
。
今

農
家
業
務
の
本
抽
出
ぜ
す
る
所
ご
之
に
附
随
す
る
所
古
よ
h
之
を
見

τ本
業
之
副
業
ご
の
醇
別
を
立

τる
な
ら
ば
、

回
よ
り
米
作
が
本
業
た
る
地
方
が
多
い
が
.
市
営
作

ω如
、
き
が
本
業
た
る
地
方
も
少
か
ら
争
、
ヌ
特
用
作
物
の
栽
培

を
以
て
本
業
Z
す
る
所
も
な
い
で
は
な
い
。
従
て
朝
鮮
に
於
け
る
雑
稲
農
業
は
一
概
に
之
を
副
業
吉
見
る
を
得
な

h
v

け
れ

r、
大
盤
に
於
て
は
副
業
的
業
務
ξ

見

τ業
支
な
い
。

設

亮

朝
鮮
の
難
題
農
業

算
ニ
+
巷

(
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四
競
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C
こ
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一
五
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苑

朝
鮮
白
雑
種
農
業

第
一
一
十
巻

(
第
四
暁
一

O
一)

七
一
六

元
来
判
鮮
の
農
村
は
内
地
の
農
村
以
上
に
4
2

日
時
の
自
給
経
済
的
な
傑
を
留
め
て
居
る
か
ら
、
作
物
の
純
類
や
加

仁
的
作
業
の
如
、
き
も
、
随
分
英
数
が
多
い
。
即
ち
朝
鮮
の
産
業
紋
態
は
ま
に
十
分
に
資
本
主
義
の
洗
離
を
受
け
て

照
的
制
か
ら
、
大
工
業
の
設
建
多
(
見
る
に
足
る
も
の
な
〈
、
工
業
の
郡
曾
集
中
が
あ
ま
b
表
は
れ
て
居
な
い
か

ι一
、
農
村
に
は
、
加
工
的
な
仕
事
も
か
な
h
多
く
の
方
面
に
沙
っ
て
行
は
れ
て
局
品
。
従
て
其
の
原
料
ご
す
る
農

産
物
の
栽
培
も
が
な
b
康
〈
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

h
H
h
v
併
し
乍
ら
共
の
仕
事
が
如
何
に
も
幼
稚
で
加
工

L

業
ご
し
て
田
舎
工
業
ピ
レ
ふ
両
日
を
備
ふ
る
に
足
る
も
の
少
〈
、
近
時
漸
く
奨
刷
保
育
の
結
果
ご
し
て
栂
々
の
小

工
業
主
刷
業
的
加
工
業
己
が
後
建
せ
ん
ざ
す
る
勢
を
星
し
、
農
業
方
面
に
於
て
も
之
に
関
聯
し
て
種
々
の
特
用
作

物
の
栽
域
や
養
強
蕃
産
等
の
如
、
き
も
の
や
が
著
明
な
る
務
展
を
途
げ
つ
、
あ
る
究
第
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
襲
化

が
総
督
府
の
始
政
後
に
於
て
表
は
れ
来
h
た
る
は
言
を
侠
た
f
c

る
所
で
、

そ
の
始
一
政
以
前
に
於
け
る
自
給
的
な
農

村
自
然
経
済
が
、
品
川
政
以
後
租
々
の
施
設
に
よ
り
改
良
進
歩
を
途
げ
つ
、
あ
り
、
其
朕
一
般
的
に
は
ま
に
透
か
に

内
地
の
賀
状
に
及
ば
宇
ご
す
る
も
、
成
績
の
見
る
べ
き
も
の
あ
る
は
否
み
難
い
。

二
の
指
導
奨
胤
の
た
め
に
総
督
府
其
他
港
騒
な

X
の
行
へ
る
施
設
は
か
な
り
整
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
蛍
局
の

努
力
も
頗
稽
に
位
す
る
も
の
が
あ
る
o

先
づ
農
業
の
改
良
指
導
の
勉
め
に
設
け
ら
れ
た
る
機
関
ご
し
て
は
、
糊
業

模
範
場
を
翠
け
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
之
は
明
治
三
十
九
年
以
来
積
々
の
方
面
に
捗
っ
て
種
々
の
地
方
に
設
け
ら
れ
た

る
も
の
で
、
現
在
で
は
、
水
原
の
糊
業
模
範
場
本
場
(
普
通
農
事
、

土
地
改
良
、

者
産

直
且
菰
由
化
果
、

植
物
病



理
、
昆
菰
)
を
始
め
ご
し
、
共
の
西
鮮
支
場
(
畑
作
物
一
般
)
木
浦
棉
作
支
場
、
諮
問
棉
作
出
張
所
〔
在
来
綿
作
)
、

霧
島
闘
婆
支
場
、
洗
浦
牧
羊
支
場
、
繭
谷
牧
馬
支
場
、
韓
両
業
試
験
所
、
女
子
議
業
諮
問
作
所
等
が
あ
る
。
其
の
任
務

ご
す
る
所
は
、
震
地
の
指
導
を
震
し
、
模
範
作
業
を
行
ひ
、
各
穂
の
試
験
調
査
を
行
ひ
、
潤
首
和
音
税
禽
の
育
成

及
び
時
四
秘
の
製
造
を
震
L
、
廷
に
は
技
術
員
及
び
鴬
業
者
を
養
成
す
る
に
在
る
。

ぞ
れ
に
叉
他
方
に
は
或
は
竿
官
竿
民
の
も
の
ご
し
て
或
は
純
然
た
る
民
聞
の
も
の
ご
し
て
、
朝
鮮
農
曾
に
ご

炉
、
郡
島
農
曾
げ
ん
ご
か
、
地
主
曾

rさ
か
、
各
種
の
農
業
的
組
合
例
へ
ば
議
業
組
合
、
棉
作
組
合
、
膏
産
組
合
、

果
樹
組
合
、
積
荷
組
合
な
ど
ご
い
っ
た
も
の
が
設
け
ら
れ
て
、
農
業
者
の
自
殺
的
な
る
改
良
運
動
や
奨
励
運
動
が

行
は
れ
、
講
習
曾
を
閲
〈
ご
か
、
原
料
購
入
の
斡
旗
、
農
具
機
械
の
貸
付
、
共
同
作
業
の
奨
励
等
が
行
は
れ
る
ニ

己
、
な
っ
た
o

更
に
は
叉
品
評
曾
も
閲
併
せ
ら
れ
、
生
産
物
販
買
の
斡
旋
、
販
路
の
銭
張
等
の
こ
正
に
も
注
意
ご

努
力
さ
が
行
は
れ
、
す
ぺ
て
其
等

ωこ
己
は
段
今
に
有
数
性
を
増
す
こ
ご
、
な
っ
た
。

新
〈
て
閥
庫
及
各
地
方
費
は
施
政
以
来
少
か
ら

F
る
費
用
を
投

C
て
、
朝
鮮
一
般
に
於
け
る
農
事
の
改
良
に
護

し
た
の
で
あ
る
。
其
の
費
用
は
閥
費
凶
方
に
於
て
明
治
問
十
四
年
以
来
大
正
十
一
年
に
至
る
十
二
ヶ
年
間
に
千
五

百
六
十
六
寓
係
国
・
地
方
費
に
於
て
百
八
十
人
高
品
開
闘
に
上
ぼ
っ
た
。

こ
れ
等
の
投
資
ご
官
民
協
同
の
努
力
=
は
漸
次
其
功
を
奏
し
て
、
今
や
朝
鮮
の
雑
開
農
業
Z
副
業
ご
は
、
米
作

農
業
百
四
相
並
む
で
大
い
切
な
る
進
歩
後
逮
そ
途
げ
待
叉
現
に
遂
げ
つ
、
あ
る
が
、
然
し
何
Z
レ
っ
て
も
主
力
が
米
作

設

夢E

b 
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刊
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詑

苑

朝
鮮
由
雑
種
農
業

第
三
十
巻

(
静
四
税
一

O
四
)

七
一

λ

の
奨
胤
改
良
に
注
が
れ
つ
、
あ
る
矯
め
に
、
普
通
の
畑
作
農
業
の
如
き
は
.
前
途
備
は
大
い
に
改
良
の
徐
地
ゐ
る

吉
岡
崎
に
、
養
輩
、
畜
産
、
特
用
作
物
の
栽
培
等
に
於
て
も
倫
ほ
大
い
に
湾
さ
る
べ
き
所
の
も
の
、
残
り
居
る
を

否
む
こ
古
が
出
来
的
制
。
特
に
普
通
畑
作
の
如
き
は
蕃
議
や
特
用
作
物
裁
培

ω如
き
に
比
較
し
て
も
、

ご
か
〈
聴
視

せ
ら
れ
た
h
等
閑
に
附
せ
ら
れ
た
り
す
る
嫌
ゐ
る
次
第
ザ
い
が
、

そ
が
朝
鮮
農
家
特
に
北
部
地
方
や
高
原
又
は
山
間

部
の
農
家
経
済
に
取
っ
て
甚
だ
重
要
の
意
義
を
有
す
る
o
此
の
方
面
に
於
け
る
今
後
の
改
良
事
業
は
、
興
味
あ
っ

て
然
か
も
頗
る
俄
地
多
き
も
の
ご
見
な
り
れ
ば
な
ら
旧
制
。

以
下
少
し
く
普
通
畑
作
、
膏
産
養
輩
、
特
用
作
物
、
果
樹
栽
培
等
に
つ
い
て
、
其
の
様
様
を
叙
し
併
せ
て
批
判

的
改
察
を
試
み
て
み
た
レ

Z
忠
ふ
。

普

通

k田

作

朝
鮮
の
普
通
畑
作
に
在
つ
て
は
、
容
額
が
農
家
の
食
艦
芭
し
て
米
正
共
に
重
要
の
も
の
た
る
斜
め
に
、

や
は
り

重
き
を
然
し
て
居
る
。
其
の
植
付
面
積
は
総
督
府
の
始
政
常
初
に
在
つ
て
は
、
畑
全
面
積
の
三
割
五
分
に
過
ぎ
や

J

叉
沓
作
面
積
は
沓
全
面
積

ω
一
割
に
逮
せ
さ
る
有
様
だ
っ
た
が
、
始
政
後
そ
の
畑
作
の
競
張
正
二
毛
作
ご
し
て
沓

作
の
普
及
に
闘
す
る
努
カ
の
縛
さ
れ
党
る
結
果
、
脊
作
は
倍
加
し
、
畑
作
は
三
割
強
の
増
加
を
見
る
ニ
古
、
な
っ

h
H
。
号
し
て
同
時
に
稲
子
の
改
良
施
肥
の
増
加
等
も
奨
励
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
其
の
成
績
は
米
作
方
面
に
比
較
し



て
ま
ザ
ド
十
分
に
奉
っ
て
居
る
ご
は
謂
へ
な
い
。

富
賞
作
の
中
に
在
つ

τは
大
勢
が
内
地
に
於
け
る
市
営
酒
耐
剛
造
用
ご
し
て
需
要
ゼ
ら
る
、
所
多
〈
、
又
小
変
は
近
年

内
地
仁
於
て
生
産
少
さ
に
需
要
比
年
増
加
し
従
て
外
国
よ
り
の
輪
入
多
量
な
る
吾
川
め
に
大
レ
な
る
問
題
を
喚
起
せ

る
に
鑑
み
、
共
に
某
の
栽
培
が
奨
励
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
し
て
優
良
種
の
試
作
等
も
行
は
れ
て
居
る
が
、
其
の
作

付
反
別
は
総
作
付
反
別
に
劃
し
大
変
に
於
て
は
約
一
割
、
小
市
営
に
於
て
は
五
分
に
過
ぎ
玄
る
現
況
に
在
る
。

試
に
市
営
類
栽
培
面
積
百
枚
穫
量

t
の
数
字
を
示
せ
ば
左
表
の
通
り
で
あ
る
。
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計
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λ
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ハ
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一O
七
、
六
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九
J
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九
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八
六

0
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九
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九
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一0
0

一五
O

一五九
一
大
四

一0
0

一O
七

一一
O

一一五

新
か
る
放
況
で
あ
る
か
ら
、
今
後
著
大
な
る
市
賞
作
の
蹟
張
ご
改
良
吉
の
行
は
れ

Y
る
限
hr
、
内
地
に
於
け
る
小

多
の
供
給
に
閲
す
る
問
題
の
解
決
の
如
き
に
し
亡
も
、
伶
市
り
多
〈
h
T
朝
鮮
仁
期
待
す
る
こ
ご
は
出
来
難
い
。
主
の

内
地
移
入
は
従
来
の
所
で
は
内
地
の
生
産
額
ご
外
岡
よ
り
の
聡
入
額
ご
を
合
せ
た
も
の
が
、
内
地
の
需
要
額
に
足

ら
な
い
所
を
補
充
す
る
位
り
意
味
し
か
有
っ
て
居
な
い
。
そ

ω
数
量
に
し
て
も
年
々
数
高
石
か
ら
十
数
高
石
川
W

間

を
動
い
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。
大
多
に
つ
い
て
は
前
述
り
如
く
慨
造
用
正
し
て
市
鮮
地
方
に
「
ゴ

1
戸
デ
ン
、

ン
』
稀
凶
試
験
的
栽
誌
が
行
は
れ
て
居
る
が
、
ま

r十
分
な
る
見
込
は
立
ち
難
〈
、

や
は

h
将
来

ω
問
題
ご
し

τ

時
慨
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
へ
る
。
そ
し
て
刺
鮮
に
於
け
る
勢
作
の
前
途
を
決
す
る
主
な
る
要
素
は
技
術
上
仁
在
つ

て
は
肥
料
の
関
係
こ
れ
で
あ
り
、
続
済
的
に
は
国
間
格
の
関
係
こ
れ
で
あ
る
。

突
に
重
要
な
る
は
大
豆
で
め
る
。
大
一
旦
は
朝
鮮
の
気
候
地
球
等
に
遁
し

τ居
る
の
み
な
ら
す
・
一
冗
来
肥
料
を
要

す
る
所
少
き
矯
め
に
、
朝
鮮
農
家

ω粗
放
農
作
の
下
に
在
つ

τも
、
比
較
的
多
量

ω牧
穫
を
血
中
「
る
を
得
る
。
き

れ
ば
わ
が
始
政
以
前
か
ら
か
な
り
の
生
産
量
を
見
、
輸
移
出
も
行
は
れ
て
居
た
。
創
も
産
額
約
三
百
高
石
輸
移
出

量
約
六
十
高
石
ご
註
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
わ
が
始
政
後
は
生
産
量
も
大
い
に
増
加
し
一
ヶ
年
平
均
四
百
五
六
十
高

メ

‘3 
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石
ご
な
'
h
ノ
、
百
五
十
高
石
は
職
移
出
す
る
を
得
る
紋
態
ご
な
っ
た
。

誌
に
そ
の
生
産
朕
況
を
見
る
に
、
大
正
元
年
以
来
の
作
付
反
別
及
牧
穫
量
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

勾三

安

反
門
的
牝
穫
茸

有
0
.
六
O
E

O
-
五
六
七

o、
五
四
五

0
.
五
六
六

。
、
五
九
六

0
.
五
八
四

O
、
六
五
五

O
、
凹
一
ニ
二

0
.大
二
一

O
、
五
九
三

0
.
E
六
七

C
、
五
七
大

大

正

元

年

同

二

年

同

三

年

同

四

年

同

五

年

同

六

年

同

士

年

同

八

年

同

丸

年

同

十

年

間

十

一

年

同

寸

二

年

作

付

反

別

r
 

F
 

五
λ
丸
、
五
凹

C

六
三
五
.
五
六
一
一

六
六
五
、
O
五
一
一

七
一
O
J
一
ニ
九

七
O
八
、
四
二
七

七
三
七
.
六
五
七

七
凹
=
一
、
四
六
O

士
五
八
、
五
五
」
一

ヒ
七
一
、
O
E
=
一

七
λ
九
、
O
ニ
七

七
九
す
、
一
O
五

人

O
E
.
八
七
λ

牧

主車

f冒

一0
0

一ο
一

一O
二

一一一一一

一
一
八

一一一一
一
三
一
六

九
二

一
三
凹

一一一一一
一
二
七

一
一
一
一
O

大
豆
の
生
産
は
闘
よ
り
全
鮮
内
に
捗
っ
て
行
は
れ
る
が
、
其
の
主
摩
地
は
古
い
へ
ば
北
鮮
地
方
で
あ
っ
て
、
品

ム一向沼

=
一
、
五
六
六
、
六
六
ニ

三
、
六
つ
一
一
一
、

o
一四

一
ニ
J
二
一
一
一
一
‘
九
二
七

四
.
0
一
六
.
五
八
八

四
J
二
一
五
、
七
一
七

回
J
ニ
O
九
、
六
七
六

四
.
八
六
八
J
ニ
ニ
一

一
一
勺
ニ
λ
0
.
六
三
一

凹
‘
ヒ
九
一
、
一
九
七

四
、
六
七
九
百
二
八
八

回
、
五
一
五
、
λ
=
一
六

四
、
六
四
一
、
四
六
七

質
も
亦
北
鮮
産
の
も
の
を
優
れ
り
ご
す
る
。
北
鮮
内
に
在
っ
て
も
成
鏡
南
北
道
は
ぞ
の
名
産
地
で
、
此
の
地
方
に

を
主
産
地
ご
す
る
吉
相
反
せ
る
次
第
で
あ
る
o

生
産
さ
れ
た
る
も
の
、
大
部
分
は
元
山
に
出
廻
る
ゆ
へ
元
山
大
豆
の
名
を
以
て
知
ら
れ
て
居
る
。
卸
も
米
は
南
鮮

設

手E

刊
鮮
の
鞘
積
農
業

第
二
十
巻

(
第
四
貌
一

O
七
V

t 

鍛

朝昨殖産銀行調査部f朝鮮の大豆』ニニ頁4) 



詫

宛

明
鮮
の
雑
種
農
業

第
一
一
+
巻

(
第
四
銃
一

O
A
)

七

然
る
に
在
来
の
朝
鮮
大
豆
は
ぞ
の
品
質
良
好
な
る
に
拘
ら
み
γ
、
異
品
種
の
混
靖
甚
し
〈
、
大
い
に
商
品
ご
し
て

の
回
恨
低
を
傷
け
て
居
た
か
ら
、
優
良
口
問
輔
の
普
及
さ
穂
粒
の
選
精
Z
に
関
し
て
穏
々
督
附
古
る
、
所
あ
り
、
近
年

仁
至
。
て
は
優
良
稲
の
作
付
反
別
も
線
作
付
反
別
仁
謝
L
二
割
三
分
に
及
ぶ
に
至
つ
允
o

曲
家
大
豆
は
風
土
の
影

響
を
被
る
こ
Z
大
で
所
謂
稀
摘
出
り
を
す
る
こ
ご
容
易
な
れ
ば
椅
子
の
選
粒
は
頗
る
重
要
で
あ
る
。
従
て
叉
そ
の
ロ
問

穏
改
良
は
米
の
如
〈
容
易
に
は
行
は
れ
難
い
o

そ
し
て
又
嘗
局
は
商
品

Z
L
て
の
大
豆
の
償
値
を
大
な
ら
し
か
る
矯
め
に
米
穀
及
小
委
検
査

t
併
せ
て
大
豆
検

査
を
行
ム
ニ
己
、

L
、
大
正
六
年
以
来
総
移
出
き
れ
他
道
に
搬
出
き
る
、
際
は
検
査
を
行
ふ
こ
ご
、
し
た
。
検
査

は
品
質
、
乾
燥
、
異
品
種
混
入
獄
態
、
爽
雑
物
の
多
少
、
異
年
度
産
大
豆
の
混
令
の
有
無
、
容
量
及
包
装
の
遁
否

等
に
つ
い
て
行
ふ
。

新
〈
て
大
豆
が
商
品
ご
な
り
て
資
質
き
る
、
際
に
は
普
通
の
市
場
取
引
以
外
に
貿
易
業
者
聞
に
は
銘
柄
又
は
見

本
に
依
る
現
物
相
封
取
引
行
は
れ
、
叉
穀
物
商
組
合
市
場
が
鮮
内
入
ケ
所
(
京
城
、
群
山
、
大
印
刷
、
釜
山
、
鏡
雨

浦
、
新
義
州
、
一
克
山
、
木
浦
)
に
在
っ
て
、
直
取
引
及
延
取
引
を
行
っ
て
居
る
。
倫
叉
仁
川
米
豆
取
引
所
仁
一
於

τ

は
、
競
寅
貝
山
方
法
に
依
っ
て
定
期
取
引
を
行
ひ
、
中
々
盛
な
責
買
が
行
は
れ
る
。

そ
し
て
鮮
地
外
に
輪
移
出
さ
晶
、
大
豆
の
量
は
年
額
約
百
五
十
高
石
英
の
債
格
武
千
武
百
高
固
に
重
ん
た
る
盛

況
で
(
大
正
十
年
よ
'
り
十
二
年
に
至
る
三
ヶ
年
平
均
)
米
に

E
r重
要
輪
移
出
品
た
b
、
朝
鮮
金
総
移
出
貿
易
額
の



約
一
割
に
嘗
つ

τ居
る
。
そ
の
仕
向
地
は
近
時
は
殆
ん
ど
内
地
ご
支
那
ご
に
限
ら
れ
、
内
地
へ
九
割
九
品
川
支
那
へ

一
一
分
の
割
合
で
ゐ
る
。
内
地
に
在
つ
て
は
大
豆
の
生
産
量
は
大
正
七
年
よ
り
十
一
年
に
至
る
五
ヶ
年
平
均
に
於
て

三
百
九
十
高
石
で
、
之
に
劃
L
輪
移
入
量
は
二
百
七
十
八
高
石
に
及
む
で
居
る
。
即
も
金
需
要
量
に
劃
す
る
内
地

産
の
割
合
五
割
入
分
六
座
獲
徐
の
四
割
一
分
四
厘
が
朝
鮮
及
外
闘
よ
b
移
職
入
き
る
、
実
第
で
あ
る
。
そ
の
轍
移

入
量
総
計
約
二
百
七
十
人
高
石
中
朝
鮮
よ
り
の
移
入
量
は
百
ニ
十
五
高
徐
石
で
四
割
五
分
一
一
腿
に
蛍
h
、
支
那
、

関
東
州
、
露
領
亜
細
亜
及
び
其
他
の
岡
々
よ
り
の
聡
入
量
合
計
百
五
十
二
高
俄
石
其
の
割
合
五
割
四
分
九
厘
ご
い

ふ
振
1
7
で
あ
る
ο

以
て
如
何
仁
朝
鮮
の
大
豆
が
朝
鮮
ぞ
れ
自
身
の
農
業
に
取
っ
て
も
、
又
内
地
の
大
豆
需
供
上
に
於
て
も
重
要
の

地
位
を
占
め
っ
、
あ
る
か
を
窺
ふ
こ
芭
が
出
来
る
。
そ
の
勝
古
都
も
大
に
有
望
な
り
ず
」
せ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

多
及
び
大
豆
以
外
の
雑
穀
に
至
っ
て
も
大
挺
の
も
の
は
朝
鮮
に
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
。
郎
も
粟
、
稗
、
黍
、
菊
黍
、

五
局
黍
、
燕
愛
び
及
務
費
の
類
一
ご
し
て
稔
ら
F
4
0
は
無
い
。
就
中
粟
は
安
及
大
一
旦
に
亜
ぎ
重
要
な
る
作
物
で
あ

っ
て
、
共
の
生
産
は
や
は
り
北
鮮
地
方
に
主
ご
し
て
行
は
れ
る
。

作
付
面
積
は
七
七
九
、

O
三
人
町
歩
(
大
正
十

年
)
に
及
び
牧
穫
量
は
五
百
人
十
品
開
高
石
(
同
上
)
に
上
っ
て
居
る
。

そ
の
耕
稲
方
法
も
古
来
他
の
作
物
に
比
し
ゃ

、
進
歩
せ
る
所
あ
h
o
た
uy

品
種
の
選
定
、
施
肥
、
病
出
掛
害
の
噛
郎
防
駆
除
等
に
就
い
て
は
多
く
の
柏
駅
黙
あ
る
わ
い
め

詑

夢匝

第
二
十
を

七

(
第
四
焼
一

O
丸
)

朝
鮮
白
雑
種
農
業

問書五一一一六三頁5) 



設

苑

明
鮮
の
雑
種
農
業

第
二
十
巻

一
第
四
焼
一
一

O
)

七
二
回

に
、
反
常
牧
穫
量
少
〈
内
地
の
そ
れ
に
比
し
竿
量
の
牧
穫
し
か
上
ら
な
い
の
然
る
に
粟
は
西
北
部
地
方
に
在
っ
て

は
農
民

ω常
食
た
る
が
柏
崎
め
に
、
叉
そ
の
消
費
は
康
〈
農
民
一
般
の
間
に
行
捗
っ
て
居
る
錦
に
、
鮮
地
内
の
生
産

を
以
て
は
某
の
金
需
要
を
充
す
に
足
ら
す
、
年
々
少
か
ら

5
る
輸
入
を
支
那
方
面
よ
ち
仰
ぎ
つ
、
あ
る
o

そ
の
敷

量
年
の
豊
凶
に
依
h
闘
よ
り
一
定
せ
な
い
が
二
三
十
高
石
よ
り
百
高
石
返
〈
に
及
び
、
大
正
入
年
の
凶
作
に
際
し

て
は
百
五
十
高
石
に
及
む
だ
。
葦

L
朝
鮮
農
家
の
消
費
経
済
に
取
っ
て
は
粟
の
生
産
供
給
朕
態
は
か
な
h
重
大
な

問
題
た
る
を
失
は
守
、
米
作
を
主
正
ず
る
農
民
間
に
在
っ
て
も
、
高
債
な
る
米
は
之
'
ぜ
市
場
に
士
買
放
っ

τ守
債
な

る
東
を
購
入
し
て
食
糧
ご
す
る
風
は
随
所
に
之
を
見
る
次
第
だ
か
ら
、
粟
の
生
産
耕
穏
に
闘
す
る
問
題
は
内
地
以

上
に
重
大
な
ら

F
る
を
得
な
い
。

粟
以
外
の
雑
穀
に
就
い
て
は
特
に
記
す
べ
き
も
の
が
な
い
ー
が
、
畑
作
の
由
民
く
行
は
る
、
朝
鮮
の
ニ
ピ
、

τ、
そ

の
生
産
は
多
量
に
上
ぽ
る
の
に
け
れ
ど
、
大
挺
農
家
の
自
家
消
費
に
用
ゐ
ら
る
、
勉
め
、
商
品
ご
し
て
意
義
を
有

す
る
も
の
は
少
レ
。

甘
薯
及
馬
齢
薯
も
庚
〈
栽
培
せ
ら
れ
て
居
る
o

そ
し
て
朝
鮮
の
馬
齢
曲
者
は
内
地
庄
の
も
の
よ
り
も
美
味
な
る
?
』

ご
は
定
評
あ
る
所
で
也
右
岡
者
正
も
近
年
指
議
奨
胤
り
結
巣
品
質
も
改
良
せ
ら
れ
作
付
面
積
も
大
い
に
増
加
し

た
o

惟
ふ
に
此
穏
の
作
物
は
農
民
の
主
食
料
り
傭
充
ご
し
て
農
家
経
済
上
に
は
関
税
し
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
・

朝
鮮
農
家
の
怨
め
仁
は
其
の
栽
培

ω普
及
は
甚
に
好
ま
し
き
こ
正
、
せ
な
り
れ
ば
な
ら
れ
判
。



一一.ー

特
用
作
物
|
其
一
棉
花

朝
鮮
に
於
け
る
所
謂
特
用
作
物
中
最
も
重
要
の
も
の
ご
し
て
先
づ
掲
「
べ
き
は
棉
花
で
あ
る
。
棉
花
は
古
く
よ

h
J
朝
鮮
に
栽
培
せ
ら
れ
、
わ
が
施
政
前
に
於
け
る
其
の
作
付
面
積
も
四
高
町
歩
を
算
す
る
有
様

rう
た
が
、
英
の

品
種
は
改
良
の
施
主
れ

F
る
結
果
地
木
綿
の
原
料
又
は
中
綿
胤
ご
し
て
し
か
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
。
然
る
仁
朝
鮮

の
気
候
風
土
は
棉
花
栽
培
の
有
望
な
る
を
信
悲
し
む
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
明
治
二
一
十
七
年
以
来
米
国
種

陸
地
棉
「
キ
ル
グ
ス
、

イ
ム
プ
ル

1
プ
ド
」
穂
を
試
作
し
、
市
鮮
地
方
に
適
す
る
こ
Z
が
賃
設
せ
ら
れ
、
今
や
大
い

に
奨
励
さ
れ
て
岡
地
方
に
庚
〈
栽
培
せ
ら
る
、
こ
さ
、
な
っ
た
。
そ
[
て
商
鮮
地
方
は
在
来
棉
の
適
地
な
る
が
故

に
、
そ
の
地
方
に
は
之
が
栽
培
を
抽
出
納
L
、
又
号
の
品
開
放
良
、
耕
相
方
法
の
改
善
等
に
つ
き
純
々
施
設
せ
ら
る

、
所
ゐ
る
を
見
る
に
至
っ
た
。

朝
鮮
に
於
け
る
米
国
柑
棉
花
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
共
の
試
作
時
代
ご
第
一
期
債
張
時
代
ご
第
二
期
債
張
時
代

子
竺
匝
別
し
て
波
へ
る
こ
ご
が
出
来
る
o

先
ワ
其
の
試
験
時
代
に
つ
い
て
見
る
に
、
我
闘
に
於
け
る
棉
紡
日
開
業
ゆ

後
建
は
棉
花
山
生
産
供
給
に
闘
す
る
問
題
山
重
要
な
る
を
見
る
に
至
h
J
、
明
治
三
十
八
年
朝
野
の
有
志
聞
に
棉
花

栽
培
協
曾
な
る
も
の
、
組
織
を
促
し
、
朝
鮮
に
棉
花
栽
培

ω有
望
な
る
を
見
て
其
の
奨
胤
の
気
運
を
港
ら
ん
ご
す

る
に
至
ら
し
め
た
。
そ
し
て
農
商
務
省
亦
迄
に
援
助
を
奥
へ
絡
に
韓
岡
政
府
を
し
て
明
治
三
十
九
年
よ
り
向
三
ヶ

設

苑

刊
鮮
の
雑
種
且
同
業

第
二
十
巻

(
第
四
蹴
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一
)
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詑

苑

朝
鮮
白
雑
種
農
業

第
二
十
巻

(
第
四
焼
-
一
一
一
)

七

プて

年
計
董
を
以
て
棉
採
純
闘
争
」
設
置
す
る
等
の
こ
z
e
f
潟
吉
じ
め
た
。
そ
し
て
其
の
積
倒
的
経
替
は
之
を
棉
花
栽
培

協
曾
に
委
託
し
、
同
協
曾
は
真
に
之
を
統
監
府
糊
業
模
範
場
に
委
託
し
た
の
で
あ
る
。
新
〈
て
杢
羅
南
道
に
棉
採

種
問
十
ケ
所
設
置
せ
ら
れ
、
後
に
は
京
畿
道
外
商
鮮
六
道
に
渉
h
設
け
ら
れ
た
。

明
治
四
十
一
年
に
は
韓
園
政
府
は
臨
時
棉
花
栽
培
所
な
る
も
の
を
木
浦
に
設
置
し
て
愈
々
棉
花
の
栽
培
を
奨
附

す
る
ζ

正
、
な
h
、
明
治
四
十
三
年
こ
の
栽
培
所
は
糊
業
模
範
場
木
浦
支
場
Z
改
稿
せ
ら
れ
、
更
に
叉
大
正
一
元
年

以
来
は
棉
花
採
穂
悶
の
経
傍
そ
の
他
棉
花
栽
捺
奨
励
に
闘
す
る
事
業
は
各
道
感
の
所
管
に
移
古
る
、
-
】
吉
、
な
つ

1: 
o 

之
ご
同
時
に
明
治
四
十
二
年
以
来
各
採
稽
岡
管
内
に
於
て
模
範
作
闘
を
設
げ
、
翌
年
に
は
各
採
種
岡
管
内
に
一

筒
所
乃
至
孟
筒
所
づ
、
模
範
作
岡
を
設
け
し
め
て
其
数
二
十
二
筒
所
に
及
び
其
翌
年
に
は
真
に
之
を
四
十
五
筒
所

に
増
加
し
た
。
そ
し
て
栽
培
成
績
は
四
十
三
年
に
は
反
賞
二
百
十
五
斤
を
以
て
最
多
量

Z
Lた
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
が
、
翌
年
に
は
三
百
四
十
人
斤
に
達
し
、
在
来
綿
ご
の
差
蓮
著
し
〈
表
は
れ
、
新
穂
栽
培
の
気
運
は
十
分
に
醸

成
き
る
、
こ
言
、
な
っ
た
。
そ
し
て
又
民
聞
の
優
良
耕
作
人
や
功
勢
者
を
表
彰
す
る
等
の
こ
ご
を
も
併
せ
行
ひ
、

優
良
科
棉
花
栽
培
は
迫
々
仁
普
及
す
る
に
歪
り
、
そ
の
作
付
面
積
以
創
始
宮
崎
四
十
五
町
歩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も

の
明
治
四
十
四
年
に
は
三
千
四
十
三
町
歩
に
増
し
牧
穫
賞
棉
二
庁
七
十
俄
高
斤
移
出
総
量
繰
綿
百
二
十
高
斤
を
算

す
る
に
至
っ
た
。



新
〈
の
如
〈
に
し
て
試
作
時
代
は
池
宮
去
り
、
試
験
的
結
果
南
鮮
地
方
は
陸
地
棉
の
栽
培
に
適
す
る
こ

Z
が
賞

罰
附
さ
れ
た
の
で
、
明
治
四
十
五
年
総
替
は
南
鮮
六
道
及
的
業
模
範
場
に
針
し
て
陸
地
綿
奨
胤
の
方
針
ヤ
示
し
、
一

陸
地
棉
栽
地
の
奨
胤
二
組
チ
の
保
存
三
栽
培
指
準
四
栽
培
地
糠
張
五
荘
来
柿
の
栽
培
改
良
六
混
棉
及
精
子
逸
散
り

防
止
七
生
産
棉
花
販
買
の
指
導
入
綿
作
組
合
の
設
置
等
を
以

τ貴
行
要
項
ご
柏
崎
し
之
に
閲
す
る
方
針
生
市

L
、
愈

々
棉
花
栽
培
e

佐
賀
地
農
業
の
中
に
入
ら

L
む
る
こ
吉
、
し
た
の
で
ゐ
る
。
そ
の
結
果
各
道
に
於
て
棉
作
奨
励
行
は

れ
-
道
及
主
な
る
那
に
技
術
員
を
配
置
し
、
栽
培
者
の
問
に
は
棉
作
組
合
金
組
織
せ
し
め
、
組
合
の
手
に
依
て
棉

花
の
共
同
販
責
、
碍
子
肥
料
農
具
の
業
同
購
入
、
精
子
の
採
取
、
所
要
資
金
の
低
利
融
通
等
の
こ
ご
が
行
は
る
、

に
宝
っ
た
。
備
は
柑
子
の
配
付
、
稲
子
の
一
奥
新
等
、
の
こ
さ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
闘
を
辿

ιて
行
は
れ
た
。
向
又
棉

花

ω販
資
に
闘
し
で
は
、
会
羅
南
道

ω如
き
棉
花
栽
培
の
雄
な
る
地
方
に
は
、
そ
の
販
貢
を
以

τ業
ご
す
る
多
数

の
商
人
表
は
れ
、
此
等
尚
人
は
、
或
は
在
来
綿
と
陸
地
綿
ご
の
混
合
を
行
っ
た

b
、
戒
は
綿
花
に
水
分
土
砂
等
を

撤
付
L
た
ち
、
或
は
不
正
衡
器
を
用

οた
り
し
て
、
開
々
不
正
の
手
段
を
弄
し
、
其
弊
一
面
い
い
は
純
良
椅
子
を
得

る
の
困
難
を
来
し
て
栽
培
上
に
及
H

A

Z

同
時
仁
他
面
に
は
栽
培
農
家
の
利
得
を
傷
〈
る
所
大
な
る
も
の
あ
る
を
見

た
の
で
、
道
長
官
の
指
導
監
督
の
下
に
棉
作
組
合
を
し
て
所
謁
指
定
版
貨
を
鴛
す
こ
ご
に
せ
ら
れ
た
。
指
定
販
寅

ご
は
繰
綿
工
場
を
有
す
る
曾
枇
又
は
商
庖
を
買
受
人
に
指
定
し
、
棉
作
組
合
よ
り
直
接
に
之
に
販
責
を
行
ム
も
の

で
あ
っ
て
.
芸
の
取
引
回
聞
は
恒
は
大
阪
市
場
に
於
け
る
繰
綿
相
場
を
基
礎
Z
L
一
定
の
計
算
方
式
に
依
て
之
を
算
出

詑
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切
鮮
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設

苑

羽
鮮
の
雑
粧
農
業

第
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十
巻

(
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四
暁
一
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凹
)

七

凡

L 

一
定
の
日
時
及
場
所
を
指
示
し
T
法
措
者
を
し
て
生
産
日
聞
を
持
寄
ら
し
め
、
技
術
員
そ
の
品
質
を
鑑
別
L
之

に
等
放
を
つ
り

τ、
責
買
を
行
は
し
な
る
方
法
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
大
正
二
年
十
月
よ
り
質
施
古
れ

た
の
だ
が
、
そ
の
方
法
に
多
少
の
飲
陥
あ
る
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
、
大
正
六
年
に
至
つ
て
は
全
羅
南
道
の
如
、
ョ

は
、
之
を
或
期
間
内
に
出
廻
る
棉
花
の
先
物
競
争
入
札
に
依
る
共
同
販
責
の
方
法
に
改
め
、
指
定
買
受
人
争
康
め

て
し
ま
っ
た
。
他
の
道
も
ぽ
つ
ん
¥
之
に
倣
ふ
こ
吉
、
な
っ
た
。

右
の
期
間
は
卸
も
第
一
披
張
期
を
錯
す
の
だ
が
、
大
正
元
年
よ
h
同
七
年
に
至
る
其
問
栽
培
面
積
は
大

E
一冗年

の
七
千
三
百
町
歩
よ
り
七
年
に
於
け
る
九
高
四
千
町
歩
に
迭
し
、
牧
獲
は
七
百
二
十
一
高
斤
よ

h
千
七
百
二
十
二

高
斤
に
増
加
し
た

O
K来
綿
は
其
閑
却
っ
て
耕
橋
面
積
も
牧
獲
量
も
減
少
L
化。

去
に
第
二
期
燐
張
計
主
は
大
正
入
年
よ
り
向
十
ヶ
年
を
期
し
て
行
は
る
、
こ
正
、
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
作
付

反
別
陸
地
綿
十
高
町
歩
夜
来
綿
三
高
五
千
町
歩
を
践
張
し
、
在
来
の
作
付
反
別
言
合
せ
て
総
作
付
面
積
二
十
一
立
高

町
歩
古
銭
し
、
牧
穫
量
に
於

τは
貫
綿
約
二
億
五
千
高
斤
を
得
ん
ご
す
る
o

そ
し
て
生
産
棉
花
の
宇
量
は
之
を
朝

鮮
内
に
於

τ使
用
し
て
棉
花
の
自
給
紋
態
を
お
り
出
す
さ
共
に
、
時
間
僚
の
竿
量
を
内
地
に
移
出
し

τ十
蔦
俵
以
上

の
供
給
を
勉
さ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。

-
}
の
計
董
に
基
き
棉
作
均
一
旗
張
を
柏
崎
さ
ん
矯
め
に
は
、
熟
田
に
於
け
る
年
々
の
新
規
作
付
に
劃
し
て
は
、
稀
子

の
竿
量
即
ち
一
一
民
歩
に
つ
き
七
斤
竿
に
相
嘗
す
る
補
助
金
を
地
方
費
に
補
給
す
る
o

そ
し
て
林
野
、
未
墾
地
を
開



俊
し

τ棉
作
地
ご
怨
し
た
り
、
港
紙
不
良
に
し
て
皐
魅
を
被
る
こ
ご
多
き
水
田
を
畑
地
ご
品
局
し
て
棉
の
作
付
を
活

す
者
に
射
し
て
は
、
前
者
に
は
初
年
の
栽
培
肥
料
代
の
約
宇
量
に
相
官
す
る
金
額
反
常
一
回
四
十
銭
見
嘗
の
も
の

を
交
付

L
、
後
者
に
は
、

一
反
歩
に
つ
き
五
十
銭
を
給
付
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し

τ叉
栽
培
法

ω改
良
の
潟
め
仁
は
、
技
術
員
を
増
置
L
、
初
子
の
真
新
を
行
ひ
、
肥
料
の
共
同
購
入
の
斡

旋
を
行
ひ
、
以
工
十
年
後
に
於

τは
反
嘗
牧
穫
量
を
陸
地
棉
に
於
一
ー
は
卒
均
百
五
斤
、
在
来
棉
に
於

τは
卒
均
九

十
五
斤
に
達
せ
し
め
ん
さ
期
す
る
。
由
同
ほ
指
導
里
を
設
置
し
、
大
正
十
一
-
年
度
よ
h
棉
作
の
集
圏
せ
る
里
山
川
を
指

定
し
て
之
に
充
て
、
技
術
員
診
し
て
そ

ω栽
培
を
指
導
せ
し
め
叉
栽
培
者
に
肥
料
代
を
補
助
し
て
模
範
皇
制
ご
し

て
指
導
的
地
位
に
在
ら

L
め
ん
古
す
る
。
そ
し
て
茶
の
成
蹟
の
奉
が
る
に
連
れ
て
糊
究
模
範
旦
洞
の
数
を
増
す
も

の
ご
す
る
o

次
に
又
棉
作
組
合
に
劃
し
で
も
共
の
補
助
の
潟
め
に
、
闘
税
た
る
戸
税
家
屋
税
を
地
方
費
の
財
源
ご

L
て
道
に
移
付
し
‘
以
て
棉
作
組
合
の
活
動
を
十
分
な
ら

L
め
ん
ご
せ
ら
れ
て
居
る
。
夏
に
叉
棉
作
に
関
す
る
基

礎
的
試
験
を
行
は
ん
潟
め
に
、
勧
業
模
範
場
木
浦
支
場
の
事
業
を
慌
張
し
、
ぞ
の
試
作
田
を
繍
張
L
、
技
術
員
の

養
成
を
怨
す
等

ω-』
古
が
行
は
る
、
に
至
っ
た
。

こ
の
第
二
期
計
垂
は
目
下
備
は
そ
の
進
行
中
に
あ
る
が
、
既
往
の
成
績
を
見
れ
ば
、
大
正
入
年
の
騒
擾
に
引
綴

き
九
、
十
年
E
経
済
界
一
般
の
大
不
況
期
仁
入
、
り
た
る
匁
め
、

一
時
事
業
の
桃
折
を
見
た
が
、
大
正
十
一
年
以
来

頚
勢
を
挽
回
し
て
来
た
σ
そ
し
て
此
の
棉
作
の
指
導
奨
励
の
斜
め
に
閥
庫
は
年
額
三
十
高
岡

ω支
出
を
な
し
、
関

設

手E

明
鮮
の
雑
種
農
業

第
一
一
十
巻

(
第
四
毅
一
一
宜
)
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設
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業
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四
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)

苑

第
二
十
巻

係
地
方
亦
之
に
地
方
裂
を
加
へ

τ少
か
ら
古
る
縦
費
を
投
じ
て
居
る
。

以
上
一
市
す
所
は
朝
鮮
に
於
け
る
棉
作
の
れ
革
、
を
の
後
遠
の
朕
況
及
び
現
献
の
概
要
で
あ
る
が
、
之
を
一
般
的

じ
見
て
朝
鮮
に
於
り
る
棉
作
は
か
な
り
有
望
の
業
務
た
る
を
否
み
難
い
ゃ
う
で
あ
る
。
蓋
し
先
づ
気
温
の
関
係
に

於
て
も
、
朝
鮮
は
之
に
適
す
る
を
謂
ひ
得
ら
れ
る
o
卸
も
棉
の
碕
育
に
過
す
る
気
温
は
或
は
平
均
十
八
度
以
上
を

要
す
ご
せ
ら
れ
、
或
は
十
九
度
乃
至
二
十
七
度
を
要
す
ご
せ
ら
れ
る
が
、
朝
鮮
の
気
温
は
棉
の
後
育
期
た
る
五
月

よ
b
九
月
迄
り
聞
に
於
て
城
搾
以
一
向
は
平
均
十
八
度
以
上
に
達
し
、
又
夏
期
に
は
リ
巡
宜
の
降
雨
ゐ
b
秋
牧
期
に
は

日
照
多
〈
又
気
候
乾
燥
な
る
を
以

τ、
甚
に
郡
令
が
好
い
旬
。
併
し
陸
地
棉
は
在
来
棉
に
比
し
晩
熟
で
高
気
温
的
持

緩
や
】
要
す
る
か
ら
・
鮮
地
内
に
在
っ
て
も
秋
季
気
温
の
念
に
下
降
す
る
地
方
に
は
池
せ
な
レ
。
従

τ其
の
栽
培
は

市
鮮
地
方
仁
限
局
せ
ら
れ
る
。
然
か
も
又
挨
及
棉
や
梅
島
棉
や
印
度
柿
や
は
従
来
試
験

ω結
果
霜
山
吉
を
被
る
恐
多

〈
、
阪
逃

ω如
〈
陸
地
柄
「
キ
Y

グ
月
、
イ
ン
プ
戸

1
グ
ド
」
日
刊
が
最
も
好
〈
南
鮮
地
方
に
適
す
る
こ
正
が
確
め
ら
れ

た
O

そ
し
て
此
稀
の
栽
培

ω行
は
れ
難
い
両
鮮
地
方
は
在
来
棉
の
適
地
た
る
こ
Z
が
昔
か
ら
質
詮
せ
ら
れ
て
あ
る
。

然
ら
ば
在
来
棉
ご
陵
地
棉
正
の
異
同
は
正
い
ふ
に
、
前
者
は
繊
維
は
強
靭
ピ
が
、
毛
脚
一
短
〈
て
粗
削
で
あ
る
か

色
、
地
木
綿
用
ご
し
て
又
中
綿
則
ご
し
て
は
喜
ば
れ
る
が
、
現
時
の
機
械
紡
総
原
料
に
は
通
せ
な
い
。
又
反
常
牧

穫
量
も
少
〈
(
姑
州

R
t
N
生
庄
内
品

区
山
川
町
庄
中
昨
日

ヘ
占
下
一
地
川
仰

f

在
串
柿

一
一
州
日
付
)
然
ゐ
仁
陸
地
棉
は
繊
維
長
く
且

一
一
一
…
一
一
何
)
繰
綿
歩
合
も
少
い
。

朝鮮穂和府晴産局w，v!!苧qO特用作物並果樹疏菜』一一一一七頁

『利鮮の農業』凹凹一一五ー頁

長締南道路市1fiiJ金南之拙花』多間

町



援
曲
多

f
紡
境
原
料
ご
し
て
一
通
常
な
る
に
加
へ
て
、
牧
穫
量
も
繰
綿
歩
合
も
大
で
あ
る
。
た
い
V

併
し
乍
ら
在
来
棉

は
長
さ
年
月
に
渉
h
朝
鮮
の
地
に
適
合
し
て
来
た
の
だ
か
ら
、

一
般
的
に
成
熟
完
全
で
病
虫
害
少
〈
、
薬
品
局
繊
維

純
白
な
る
に
反
し

τ陸
地
棉
は
ま
だ
其
の
完
全
な
る
ア
y
ク

Y
7
チ
ゼ

1
V
ヨ
ン
が
行
は
れ
て
居
な

ν潟
的
か
、

赤
飛
多
く
繊
維
の
張
力
の
弱
い
欠
典
が
ゐ
る
o

然
ら
ば
之
を
経
済
的
に
見
て
棉
花
栽
培
を
行
ふ
さ
他
の
作
物
を
作
る
の
ご
何
れ
が
農
家
に
取
っ

τ有
利
な
り
や

ご
見
る
に
、
そ
れ
は
地
方
々
々
に
よ
り
又
農
家
の
異
る
に
よ
り
一
様
に
謂
ひ
難
い
が
、
全
羅
南
道
の
如
〈
反
骨
同
百

斤
以
上
の
牧
穫
を
泉
「
る
を
普
通
ご
す
る
所
に
在
つ
て
は
、

一
反
歩
の
総
牧
盆
扮
五
回
至
或
拾
固
ご
し
て
純
牧
盆

有
国
乃
至
拾
固
に
及
び
‘
他
の
針
抗
作
物
た
る
大
豆
小
一
兄
や
粟
親
等
に
比

L
、
進
か
に
牧
盆
大
で
あ
る
。
慶
省
隔

北
道
の
如
き
に
於
て
も
棉
作

ω有
利
な
る
を
脊
み
難
い
。
そ
し
て
此
等
の
地
方
で
は
同

ι棉
作
の
中
に
在
っ
て
も

陸
地
棉
を
栽
培
す
る
方
が
在
富
市
棉
を
作
品
よ
'
り
も
有
利
な
る
は
言
を
侠
た
ぬ
。
然
る
に
在
来
棉
し
か
作
れ
ぬ
地
方

に
在
っ
て
は
柴
犬
豆
等
の
封
抗
作
物
に
比
し
必
宇
し
も
有
利
な
ら
子
、
寧
ろ
大
豆
は
最
も
有
利
で
粟
=
棉
ご
は
伯

仲
の
悶
に
在
る
正
信
守

ιれ
て
居
る
o

一
般
的
に
棉
の
栽
培
に
は
労
力
士
要
す
る
所
多
〈
集
約
作
法
を
必
要
Z
す
る
か
ら
、
右
等
の
優
劣
を
孜
へ
る
戸
し

は
、
努
力
関
係
を
重
要
鵡
し
、
粗
枚
入
Z
純
枚
入
さ
の
上
に
於
け
る
事
情
の
相
蓮
を
顧
る
必
要
が
ゐ
る
o

そ
し
で

叉
勢
力

ω剰
っ
て
居
る
農
家
正
人
手
を
震
は
ね
ば
な
ら
同
農
家
ご
に
於
て
、
利
得
計
算
に
相
惑
を
生
宇
る
を
忘
れ

設

要E

朝
鮮
の
雑
精
農
業

第
二
+
巻

(
第
四
腕
一
一
七
)

七



話

苑

明
鮮
自
雑
精
農
業

第
4

一
十
巻

(
第
四
務
一
一
凡
)

七

て
は
な
ら
凶
。

併
し
大
健
に
於

τ南
鮮
地
方
の
如
〈
陣
地
棉
の
栽
培
に
過
す
る
所
に
在
つ
て
は
、
棉
作
が
宥
刺
な
る
農
家

ω業

務
な
る
は
争
ひ
難
、
喝
さ
所
で
あ
る
o
従

τそ
の
栽
培
が
纏
督
府
や
道
騰
の
方
針
ご
し
て
奨
閥
せ
ら
る
、
は
、
之
を
岡

民
経
済
上
よ
り
観
た
る
棉
花
供
給
の
上
よ
h
致
ふ
る
も
、
又
之
を
各
栽
培
農
家
り
私
経
済
上
よ
り
改
ふ
る
も
、

歪

賞
の
こ
言
、
請
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
た
い
一
つ
蕊
に
注
意
を
要
す
る
所
の
も
の
は
、
棉
花
り
如
〈
世
界
的
市

場
を
有
し
、
そ
の
相
場

ω愛
勤
も
か
な
h
激
し
〈
、
又
之
を
原
料
正
し
て
使
用
す
る
内
地
紡
績
業
も
其
の
景
気
の

一
張
一
弛
の
朕
況
に
疲
動
首
な
き
も
の
に
在
う
で
は
、
ぞ
の
栽
培
を
匁
す
農
家
の
経
済
は
、

之
が
直
接
の
影
響
を

受
け
易
〈
、
鴻
め
に
其
の
業
務
に
多
少
投
機
的
な
要
素
も
入
り
易
い
か
ら
、
そ
の
奨
測
を
錦
す
に
世
間
つ
て
は
、

面
ゐ
ま
り
に
農
家
経
済
を
之
に
偏
局
せ
し
め
な
い
や
う
に
す
る
こ
正
、
、
他
方
に
は
某
の
販
寅
に
組
織
を
奥
へ
叉

相
場
に
閲
し
て
多
少
之
を
調
節
す
る
働
を
刷
局
す
所
の
も
の
在
ら
し
む
る
を
必
要
吉
す
る
こ
吉
之
で
ゐ
る
。

這
問
の
関
係
は
内
地
=
朝
鮮

F
e通
じ
て
一
般
的
に
養
獲
に
就
い
て
も
之
を
観
る
所
村
い
ご
謂
へ
る
ご
恩
ふ
が
、

先
づ
第
一
に
農
家
の
経
燐
が
た
V
収
支
計
算
上
有
利
に
か
ら
古
い
ふ
ピ
け
で
、
そ
の
方
の
業
務
に
ば
か
り
偏
局
す

る
に
於
て
は
、
農
家
的
経
済
に
甚
に
弾
力
が
な
く
な
り
、
生
総
や
繭
の
相
場

ω鐙
動
又
は
棉
花
の
相
場
の
愛
動
に

依
て
、
農
家
経
済
は
頗
る
不
安
の
放
態
に
置
か
れ
、
相
場

ω高
い
時
に
は
好
い
代
h
、
そ
の
安
い
時
に
は
大
い
に

困
る
こ
吉
、
な
ら
，
さ
る
を
得
て
兎
角
そ
の
経
済
を
し
て
投
機
的
品
川
子
を
加
味
す
る
こ
正
、
な
ら
5
る
を
得
5
ら



し
め
る
。
そ
し
て
相
場
の
低
小
年
が
二
三
年
も
績
け
ば
、
農
家
は
折
角
の
桑
畑
や
棉
畑
を
叉
水
田
に
援
換
す
る
を

品
田
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
、
漸
く
之
を
水
田
に
し
た
頃
に
は
叉
繭
や
棉
花
の
相
場
が
昂
っ
て
、
再
び
之
を
桑
畑
棉
畑

に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
〈
な
る
。
新
く
て
農
家
は
友
つ
右
つ

L
て
結
局
奔
命
に
つ
か
る
、
こ
吉
、
も
な
る
。
私
は

こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
信
州
あ
た
h
の
農
家
が
あ
ま
り
に
養
強
専
門
に
な
る
こ
己
な
か
ら
ん
こ
さ
を
希
望
し
て

居
る
の
に
が
、
朝
鮮
南
部
地
方
の
農
家
に
謝
し
C
も
、
同
様
に
叉
ゐ
ま
り
棉
作
専
門
に
偏
局
せ
ゴ
ら
む
こ
子
伊

望
す
る
。

一
克
来
農
家
の
経
済
は
今
の
所
到
底
十
分
に
資
本
主
義
的
に
は
行
き
か
ね
る
。
徐
h
に
牧
盆
計
算
一
結
張
り
で
、

工
業
家
の
之
を
刷
局
す
が
如
き
経
済
の
立
方
を
し
て
は
、
農
業
の
如
〈
其
の
業
務
の
固
定
性
-T
帯
び
た
も
の
は
、
困

る
こ
亡
が
出
来
て
来
古
る
を
得
な
い
。
農
家
の
経
済
は
利
得
の
多
か
ら
ん
よ
ご
も
必
要
ガ
が
、

告
れ
ご
同
時
に
米

作
も
や
れ
ば
畑
作
も
行
ひ
、
棉
も
遺
れ
ば
養
資
も
す
る
ご
い
ム
風
に
、
な
る
べ
く
其
の
業
務
を
複
雑
に
す
る
の

が
、
そ
の
経
済
の
弾
力
強
か
ら

L
む
所
以
で
あ
っ
て
、
弾
力
の
強
い
ご
い
1

ぞ
』
ご
が
、
農
業
の
如
く
本
来
安
全
第

一
で
安
定
を
喜
ぶ
こ

Z
の
大
な
る
も
の
を
し
て
は
、
最
も
其
の
地
盤
を
確
聞
な
ら
し
む
る
道
で
あ
る
o

種
々
の
作

物
や
業
務
が
併
ぜ
行
は
れ
て
居
れ
ば
、

一
方
の
作
物
の
相
場
の
低
安
な
る
よ
ご
は
他
の
作
物
の
相
場
の
高
貴
な
る

こ
ご
に
依
て
補
は
れ
、

一
方
の
業
務
の
不
況
は
他
方
の
業
務
の
好
況
に
依
て
相
殺
せ
ら
れ
、
農
家
正

L
τ
の
一
家

経
済
は
経
隣
国
押

ω各
方
面
の
且
一
品
気
を
動
か

4
波
浪
に
依

τ俸
が
古
る
、
所
少
〈
て
、
比
械
的
安
全
に
年
々
の
業
務

設

苑

朝
鮮
の
雑
積
農
業

第
二
+
巻

(
第
阿
娩
一
一
九
)

七
三
三



詑

朝
鮮
の
離
州
農
業

七
三
四

苑

第
二
十
巻

{
第
四
都
一
ニ

O
)

を
行
っ
て
行
〈
'
】
さ
が
出
来
る
。
私
は
斯
ぐ
の
如
〈
ゐ
る
の
が
、
農
家
経
済
一
-
は
ム
き
は
し
い
紋
態
で
、
農
家
が

あ
ま
り
金
儲
専
門
に
傾
く
の
は
危
険
千
高
だ
さ
信
じ
て
居
る
。

此
の
意
味
に
於
て
南
鮮
地
方
の
棉
作
奨
胤
の
如
、
さ
も
、
農
家
一
戸
々
々
に
つ
い
て
は
、
斯
〈
の
如
、
苫
偏
局
を
来

さ
な
い
や
う
な
注
意
を
以
て
行
は
る
、
こ
ご
が
、
農
家
に
担
割
す
る
親
切
な
造
方
に
さ
信
浩
ぎ
る
を
得
な
い
。
此

ω

閥
係
に
於
て
も
、
私
が
義
に
経
済
上
の
岡
申
郵
政
策
さ
農
家
各
倒
の
締
臨
仰
を
確
買
に
叉
豊
富
な
ら
し
む
る
道
吉
、
布

に
必
中
ld
も
一
致
せ
子
、
叉
雨
者
を
共
に
願
慮
し
て
然
る
べ
き
中
庸
の
道
の
採
っ
て
準
む
こ
ご
の
必
要
な
る
を
論

じ
た
貼
が
、
同
様
仁
孜
へ
得
ら
れ
同
様
に
賞
成
る
次
第
で
あ
る
o

従
て
次
に
は
棉
作
奨
刷
の
行
は
る
、
に
就
い
て
は
、
そ
の
栽
培
技
術
上
の
指
準
改
良
の
み
な
ら
す
、
併
ぜ

τ其

の
生
産
綿
の
販
責
に
閲
し
て
も
、
十
分
之
を
組
織
化

L
、
其

ω相
場
の
愛
動
を
多
少
さ
も
に
調
節
す
る
に
足
る
べ

き
仕
組
骨
造
h
、
其
働
に
依
て
農
家
経
済
を

L
て
多
少
で
も
安
定
的
な
ら
し
む
る
必
要
が
あ
る
。
幸
に
棉
作
奨
胤

に
つ
レ
て
は
共
同
販
責
其
他
に
闘
す
る
此
の
方
面
の
施
設
が
行
は
れ
て
来
た
ゃ
う

rが
、
真
に
一
層
之
を
組
織
的

の
も
の
た
ら
し
む
べ
き
今
後
の
努
力
£
施
設
ご
は
、
主
(
要
な
し
ご
す
る
喧
}
ご
が
出
来
的
目
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
た
い

濁
λ

リ
農
生
産
岩
を
商
人
の
喰
物
た
ら
し
め
す
、
そ
の
嘗
然
に
獲
べ
き
利
得
を
曲
目
断
古
品
、
が
如
き
こ
ご
な
か
ら
し

む
る
ニ
ご
の
匁
暗
に
必
要
な
ば
か
り
で
は
な
い
。
貨
に
前
越
の
知
〈
其
の
農
家
各
仰
の
私
経
済
上
の
安
定
を
得
せ

L
h
u
る
矯
め
に
も
必
要
の
こ
ご
た
る
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
従
来
ご
か
〈
農
業
奨
励
に
閲
し
て
は
、
そ
の
技
術
方

本誌第十九巷第六務所載『食糧問題と朝鮮由来作Jの冒頭白項参照7) 



商
り
み
が
見
ら
れ
て
、
経
済
方
面

ω
閑
却
さ
る
、
嫌
ゐ
b
、
之
を
改
む
る
必
要
の
切
な
る
二
ご
は
、
機
命
日
あ
る
毎

仁
私
の
屡
次
こ
れ
を
論
守
る
所
に
が
、
棉
花
特
に
陸
地
棉
の
如
〈
農
家
的
自
家
用
品
化
ら
示
、
主
ご
し
て
商
品
た

る
性
質
を
釘
甘
す
る
も
の
、
栽
培
終
盤
百
台
行
ふ
に
就
い
て
は
、
提
間

ω注
意
の
甚
に
必
要
ご
せ
ら
る
、
を
、
議
に
も

一
言
せ

F
る
を
得
な
い
。

私
は
以
上
二
大
重
要
貼
に
閲
す
る
常
局
ξ

蛍
業
者
三
の
注
意
ご
努
力
ご
施
設
ご
の
十
分
に
行
は
る
、
こ
己
を
傑

件
ご
し

τ.
南
鮮
地
方
に
於
げ
る
棉
作

ω前
途
の
有
望
な
る
ぺ
き
を
思
ひ
之
を
疏
幅
す
る
白
を
禁
じ
能
は

F
る
も
の

で
あ
る
。

次
に
朝
鮮
に
於
け
る
特
用
作
物
ご
し
て
注
意
す
べ
き
は
麻
類
で
あ
る
。
麻
類

ω中
で
も
大
麻
が
主
で
ゐ
っ
て
、

衣
服
の
材
料
苦
し
て
周
ゐ
ら
る
、
は
勿
論
の
こ
正
、
草
乾
、
漁
網
、
綱
等
の
原
料

E
L
て
需
要
大
で
あ
る
o

其
の

栽
埼
は
累
年
増
加

ω勢
を
一
不
し
、
明
治
四
十
三
年
に
は
其
の
作
付
反
別
一
高
八
千
品
川
町
歩
な
り
し
も
の
、
大
正
十

年
に
は
二
詩
人
千
町
歩
に
増
加
し
た
。
そ
し
て
某
の
栽
培
は
自
家
用
を
主

d
L、
且
そ
の
耕
樋
上
に
は
施
肥
を
要

す
る
ニ
ご
大
な
る
を
以

τ、
農
家
一
戸
賞
h
の
栽
埼
面
積
は
一
反
歩
以
内
な
る
を
例
ご
す
る
。
そ
し
て
其

ω
品
純

も
在
来
報
を
普
通
£
し
、
未
に
多
く
改
良
の
施
さ
れ
た
る
も
の
無
く
・
優
良
開
の
栽
培
面
積
は
少
い
。
そ
の
製
麻

訟
も
原
始
的
な
る
石
蒸
法
を
胤
ゐ
居
る
有
様
な
れ
ば
、
栽
培
の
方
面
に
於
て
も
製
麻
の
方
面
に
於
て
も
今
綾
改
良

設

亮

朝
鮮
の
韓
精
農
業

第
二
+
巷

(
第
四
毅
三
二
)

七
三
五



話

苑

第
二
十
巻

七
三
大

(
第
四
椀
一
二
二
)

朝
鮮
白
雑
種
農
業

の
徐
地
大
で
あ
る
。

苧
麻
は
気
淵
の
閥
係
上
南
鮮
地
方
に
限
ム
リ
栽
培
せ
ら
れ
1
居
る
が
、
近
年
支
那
よ
b
安
田
慣
な
る
苧
布
の
総
入
行

は
る
、
潟
め
、
生
産
減
港
の
傾
向
ゐ
h
o
大
正
十
年
に
於
げ
る
そ
の
栽
培
面
積
は
千
二
百
九
十
二
町
歩
で
あ
っ
た
。

麻
類
以
外
に
在
つ

τは
、
櫨
(
紙
の
原
料
)
、
莞
草
へ
莞
席
其
他
の
原
料
)
、
荏
(
製
油
原
粋
)
、
胡
麻
(
食
油
原
料
)
、

杷
柳
(
器
物
原
料
)
等
が
あ
る
が
、

一
々
蕊
に
説
明
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
た
い

V

一
言
し
て
置
き
た
い
の
は
甜
菜

で
あ
る
o

之
は
在
来
朝
鮮
に
栽
培
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
〈
、
明
治
四
十
四
年
に
初
め
て
西
鮮
地
方
仁
試
作
せ
ら

れ
、
有
望
な
り
Z
思
は
る
、
ま
、
に
漸
次
奨
励
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
六
年
に
は
卒
壌
に
朝
鮮
製
糖
曾
枇

の
創
立
を
見
(
大
正
八
年
大
日
本
製
糖
曾
枇
に
合
併
)
大
正
七
年
以
来
は
閥
費
を
以
て
卒
安
南
道
、
黄
海
道
に
補
則

を
奥
へ
て
試
験
調
査
を
一
行
は
し
め
、
又
栽
措
農
民
に
優
良
穣
子
を
配
布
せ
し
む
る
矯
め
右
二
道
に
年
額
七
高
五
千

園
川
り
徳
助
金
を
交
付
す
る
こ
ご
に
し
た
。
大
正
入
年
以
来
の
栽
培
成
綻
は
作
付
面
積
約
二
千
五
百
町
歩
、
反
蛍
h
T

均
牧
量
ニ
噸
、
合
概
歩
合
一
四
乃
至
一
五
%
Z
い
ム
ニ
己
に
な
っ
て
居
る
。
然
し
朝
鮮
に
於
け
る
甜
菜
栽
培
は
現

今
拘
同
ほ
未

r試
駿
時
代
を
脱
せ
子
、
ま
ピ
礁
か
な
見
込
が
立
っ
た
ご
は
謂
ひ
得
ら
れ
な

ν
。
製
糖
曾
枇
の
如
き
も

従
て
甜
菜
糖
川
製
川
叫
に
け
で
は
立
行
き
難
き
現
般
に
在
る
。
そ
[
て
甜
菜
栽
措
上
仁
は
褐
斑
病

ω害
が
中
々
大
き

な
ゃ
う
で
ゐ
る
か
ら
、

一
般
的
に
見
て
其
の
前
途
は
未
定
な
り
さ
見
記
方
が
設
な
い
で
あ
ら
う
。
要
す
る
仁
術
ほ

大
い
に
病
害
預
防
や
栽
培
法
其
他
に
就
い
て
研
究

ω徐
地
が
あ
る
。
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